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福田のまち
世帯数と人口

・世帯…3，014世辞（＋15）

・人口…7．165人（－59）

・男……3．516人（－18）

・女……3，649人（－41）

平成27年7月末現在
（前年同月比）

第57号
平成27年10月発行

福田地区
社会福祉協議会

「ふくだNetJ
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災害相互応援協力協定調印式

介護の事なら何でもこ相談ください

福田公民館隣
お気軽にお立寄りください

ふくだの里烏警三業，

介壇相駁ホッとライン

0120“17－9988

災
害
時
の
相
互
応
援
協
力
に
調
印

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
　
自
主
防
災
連
絡
協
議
会
と
広
島
常
光
福
祉
会
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

7
5
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
広

島
土
砂
災
害
に
学
ぶ
第
一
は
、

早
め
の
避
難
！
　
そ
の
判

断
と
行
動
こ
そ
が
、
災
害
か

ら
家
族
と
自
分
の
生
命
を
守

る。

福
田
地
区
自
主
防
災
連

絡
協
議
会
（
久
保
正
会
長
）

と
社
会
福
祉
法
人
広
島
常

光
福
祉
会
（
柿
木
田
勇
理

事
長
）
が
、
災
害
時
に
互
い

に
応
援
協
力
し
合
う
「
災

害
相
互
応
援
協
力
協
定
」

を
6
月
1
2
日
に
結
ん
だ
（
写

真
）
。
対
象
は
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
ふ
く
だ
の
里
」
、

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ス
カ

イ
バ
ー
ド
」
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
ラ

ポ
ー
レ
ひ
ろ
し
ま
」
　
の
3
施

設
。
地
域
代
表
ら
が
見
守
る

な
か
、
久
保
会
長
と
柿
木
田

理
事
長
が
協
定
書
に
調
印
し

た。

周
辺
の
災
害
避
難
先

協
定
を
綜
ん
だ
「
避
難
施
設
」

ら
身
を
守
る
自
主
避
難
や
短
期
避
難
先
）

…
…
「
ふ
く
だ
の
里
」
　
「
ス
カ
イ
バ
ー
ド
」

「
ラ
ポ
ー
レ
ひ
ろ
し
ま
」

②
囲
（
災
害
時
の
避
難
勧
告

や
避
難
指
示
に
伴
う
一
時
的
な
避
難
先
）

…
…
「
福
田
公
民
館
」

③
囲
（
避
難
生
活
に
必
要
な

最
小
限
の
物
資
が
保
管
さ
れ
て
い
る
避
難
先
）

：　「相木小学校」

④
岡
側
聞
開
園
（
高
齢
者
や
陸
が
い
者
な
ど
、

福
祉
的
配
慮
が
必
要
な
人
た
ち
の
避
難
先
）

…
…
「
ふ
く
だ
の
里
」

※
こ
の
う
ち
避
難
場
所
・
避
難
所
の
開
設
要
件
な

ど
は
、
自
主
防
災
連
綿
略
説
会
と
行
政
が
協
諭
し
ま
す
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体力測定で健康アップ

福木学区体育協会（方京義就会
長）による「健康チャレンジ」が

7月5日、福木中学校で行われ、

80人が参加した（写真上）

「10㍍障害物歩行」や座ったまま

で前に屈む測定など、年齢別に挑

戦。健康アップへ笑顔がいっぱい。

（二三
おいしい冷やし中華を

7月25日、福木女性会と福田

公民館共催で、子どもたち20人

が冷やし中華と寒天ゼリー作りに

チャレンジ。子どもたちは具材を

切ったり、麺をゆがいたり一生懸

命。大人は横ではらはら、ひやひ

や。でも、子ども同士で助け合い、

冷やし中華が完成！（写真下）

平成27年度
「区長と語る会」開く

松地区長に要望を届ける

1 �　　　　　　　　ら「 一〇1－∠一一　　一 

i �硬区長と完全臆■ 闊醒蓮圏圏 
㌦三宅　、一睡閤聯 

－‡⊆●、－　＼＼ 

広島福田郵便局 i 厄高一福田1°4245－2 
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沢村歯科
診療時間 �月 �火 �水 �木 �金 �土 

午前9：30～午後0：30 �○ �○ �○ �／ �○ �○ 

午後2：00～午後8：00 �○ �○ �○ �／ �○ �○ 

束区福田2．342＿3TEL899°2211

今
年
度
の
「
区
長
と
語

る
会
」
が
7
月
2
7
日
、
福

田
公
民
館
で
行
わ
れ
た
。

こ
れ
に
は
松
出
由
美
東
区

長
を
は
じ
め
、
市
民
部
・

厚
生
部
・
建
設
部
の
各
部

長
、
担
当
課
長
ら
が
出
席
。

福
田
地
区
か
ら
は
小
倉
昇
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
、
山
本

幸
弘
連
合
町
内
会
会
長
、
各

町
内
・
自
治
会
会
長
、
社
協

理
事
ら
が
出
席
し
協
議
を
重

福
田
地
区
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
の
メ
ン
バ
ー
を

対
象
に
「
パ
ト
ロ
ー
ル
実

施
考
証
」
　
の
講
習
会
が
7

月
1
3
日
、
福
田
公
民
館
で

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
琳
前
会

ねた。地
域
か
ら
の
要
望
で

は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
や
歩
行
者
用

の
信
号
機
増
設
な
ど
の
身

近
な
項
目
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
ま
と
め
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
内
容
は
、
山

本
連
合
町
内
会
会
長
か
ら

「
要
望
書
」
と
し
て
松
出

区
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

行
わ
れ
た
。

同
証
は
地
域
の
安
全
確

保
の
た
め
、
青
色
防
犯

パ
ト
カ
ー
な
ど
で
活
動
を

す
る
た
め
に
必
要
。
広
島

東
警
察
署
・
生
活
安
全
課

の
小
坂
泰
典
係
長
を
講
師

に
、
真
剣
に
学
ん
だ
。
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尋i箆∴強　固 
東区馬木8－10947－4℡899－5657 

地域社会の発展と活性化に努めます 

⑮ 
11をlZpa 

広島東部地区マツダOB会 
（福田・馬木・上温晶・温品） 

協社たく、ゝ
／

全
町
内
会
で
「
一
斉
清
掃
」

住
み
よ
い
社
会
と
環
境

保
全
に
役
立
て
よ
う
、
と

福
田
地
区
の
公
衆
衛
生
推

進
協
議
会
（
辻
秀
司
会
長
）

と
連
合
町
内
会
（
山
本
幸
弘

会
長
）
　
の
共
催
に
よ
る
「
一

斉
清
掃
」
　
が
　
7
月
1
2
日
、

町
内
会
・
自
治
体
ご
と
に
行

わ
れ
た
。

こ
の
日
、
ゴ
ミ
袋
や
カ

マ
を
持
っ
て
道
路
や
河
川

敷
へ
。
雑
草
を
刈
り
取
り
、

瓦
礫
を
撤
去
。
五
月
ケ
丘

演
劇
を
楽
し
む
笑
顔
の
集
い

合
同
い
き
い
き
サ
ロ
ン

福
田
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
主
催
に
よ
る
、
毎
年

恒
例
の
「
合
同
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
　
が
1
月
6
日
、
呉

市
の
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
せ
と

う
ち
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

3
8
人
が
参
加
。

一
番
の
楽
し
み
は
昼
食
後
、

大
衆
演
劇
の
観
賞
（
写
真
）
。

任
侠
の
迫
力
あ
る
演
劇
と
リ

ズ
ミ
カ
ル
な
演
舞
を
繰
り
広
げ

る
劇
団
「
白
虎
」
　
の
舞
台
に
、

参
加
者
の
熱
気
も
最
高
潮
！

初
め
て
参
加
し
た
観
音
原
自

治
会
の
揚
藤
佳
子
さ
ん
は

「
役
員
さ
ん
の
気
配
り
と
目

配
り
が
行
き
届
き
、
車
中
も

楽
し
か
っ
た
で
す
」
。

自
治
会
・
原
山
町
内
会
の

有
志
は
、
小
河
原
川
の
河

川
敷
で
作
業
（
写
真
）
。
手

際
良
く
作
業
は
進
め
ら
れ
、

さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
に
／

（
岩
崎
忠
信
通
信
員
）

町
内
会
紺
介

希
蟄
ケ
丘
町
内
会
会
長

中
村
隆
男

わ
が
町
内
会
は
福
木
中

学
校
か
ら
北
側
に
位
置
す

る
細
長
い
形
状
の
地
域
で
、

5
6
世
帯
が
住
み
高
齢
化
率

は
4
8
％
で
す
。
な
に
よ
り

活
気
が
あ
り
、
年
4
回
の

運
動
会
（
お
も
に
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
）
　
と
親
睦
会
、
ブ

ロ
ッ
ク
ご
と
の
「
生
き
生

き
サ
ロ
ン
」
　
や
ペ
タ
ン
ク
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
家
庭
菜

園
な
ど
忙
し
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
老
若
男
女

が

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を
取
り
、
他
に
勝
る
町
内

会
に
と
努
力
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。
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福田の未来を託す

の学事と空　で三年

行木が年　す越が
く小半生我OL’

親鶏いますに引っなりま“いi’：の学

過て福娘4

こん暢蜜は赤ちゃん

4人姉兄の末っ子。平成27年2月生まれ。夜泣
きもせず、元気いっぱい。「善悪を見極める勇気と
優しい男の子に育って欲しい」（母親の遥さん）

有限会社ティーエムカーランド 
●断章・中古霊殿実・リース●各繍メンテナンス（鯛・整調・点操） 

〒732・0029広さ市東区福田1丁目745－1 

TEL（082）899－6600 

E・mail：dm＠urban．ne．jp 

臆測開園階菓回国［亘］匿田園［亘］
m灘図弱国幽閉［⊆田圃圃圃圃圃
音速医睦護国園書証圏［到田園関園閏閏
日曜日、祝日は休診。木曜日は休診することがか）ます。

面0120“969．461電話899－5890

烹区福田7丁目3－14ニューコスモス101※8台駐車可

若
者
か
ら
ひ
と
こ
と

新
福
町
内
会

岸
　
　
充
計
3
6
歳

私
は

エム・
で
1
5市

立
福
木
幼
稚
園

岩
田
隆
利
ち
ゃ
ん

（5歳）

「
夏
祭
り
の
楽
し
か
っ
た
こ
と
」

学
路
に
は
学
校
安
全
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
安
心
し
て
送

り
出
す
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
自
宅
の
近
く
で
は
、

ホ
タ
ル
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
改
め
て
素
晴
ら

し
い
環
境
だ
と
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
気
づ
か
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

福
田
ま
な
び
塾

「
福
田
ま
な
び
塾
」
が
8

月
5
日
、
同
公
民
館
で
行

わ
れ
、
塾
に
参
加
し
た
1
4

人
の
児
童
は
福
田
歴
史
文

化
保
存
会
の
中
村
正
治
会

長
か
ら
「
銅
剣
・
銅
鐸
・

銅
曳
」
　
に
つ
い
て
学
習
。

続
い
て
児
玉
吾
郎
・
久
仁

子
さ
ん
夫
妻
の
丁
寧
な
指

導
の
も
と
、
先
の
話
に
登

観
音
腺
自
治
会

永
瀬
悠
賞
ち
ゃ
ん
（
8
ケ
月
）

場
し
た
銅
剣
な
ど
を
粘
土

で
制
作
（
写
真
）
。
見
事

な
作
品
を
完
成
さ
せ
た
。

（
赤
木
賢
治
通
信
員
）

「
お
は
な
し
会
と
子
ど
も

映
画
会
と
福
田
盆
踊
り
」

「
お
は
な
し
会
と
子
ど
も

映
画
会
と
福
田
盆
踊
り
」

が
7
月
日
日
、
福
田
公
民

館
で
開
催
さ
れ
た
。

最
初
に
、
絵
本
を
楽
し

む
グ
ル
ー
プ
「
メ
リ
ー

ゴ
ー
ラ
ン
ド
」
　
（
和
田
美

智
江
代
表
）
　
が
、
カ
エ
ル

を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
本
を

紹
介
。
「
子
ど
も
映
画
会
」

に
続
き
、
子
ど
も
た
ち

は
「
福
田
盆
踊
り
保
存
会
」

（
福
原
令
二
会
長
）
　
と
一

緒
に
踊
っ
て
練
習
し
た
。

（
浅
尾
文
俊
通
信
員
）

同
風
］

通
信
員
の
方
々
に
感
謝
！

そ
の
努
力
で
広
報
誌
は
役

目
が
果
た
せ
ま
す
。


